
－1－ 

平成 21 年度学校評価 自己評価書 
2010（平成 22 年）３月 

学校法人高橋学園 
 千葉学芸高等学校 

 
１．学校教育目標 
 
〈１〉建学の精神と教育目標 
 

 
建学の精神「 創 造 」 

 
教育目標 １．心の創造 強い精神力と思いやりの心 

２．智の創造 知性と判断力 
     ３．美の創造 感性と技芸 

 
建学の精神 
 建学の精神は私立学校にとってその教育の最も根幹となる目標を示すものであり、すべての教育活
動を建学の精神に位置づけて行われる。千葉学芸高等学校では、建学の精神「創造」のもと、美しい
人類文化の創造にあたる実力を備えた人材の育成を図る教育活動を展開する。 
 
教育目標 
 教育目標は、建学の精神「創造」の具現化のため、心・智・美の観点から獲得を期待する知識技能
能力の内容を示す。 

心の創造においては、物事への集中や忍耐のできる強い意志を備えつつ、優しい思いやりも併せ持
つ人間性の涵養を図る。 

智の創造において、知性を磨き、知識を蓄積するのは正しい判断のできる理性を備えるためである。 
美の創造においては、美しいものを美しいと感じ、それを言葉や身体で美しく表現できる能力や技

能の獲得を図る。 
 
〈２〉教職員および生徒の行動目標 
 
 教育目標の実現のため教職員は、以下の信条のもとに教育活動にあたる。 

《職員の信条》 
(1) 建学の精神を生かし、日本人の特性と校風を高揚せん 
(2) 自己の誇りと責任を自覚し、全機能の発揮に当たらん 
(3) 親和・協力の心を基とし、内容の充実を求めん 
(4) 良き社会人たる素質を磨き、生徒の進路に万全を期せん 
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 生徒は、以下の誓いのもとに学校生活の充実を期す。 

《誓いの言葉》 
（１） よい伝統と、よい校風をつくります 
（２） はつらつとした若さで学力・技能を磨きます 
（３） 愛敬の心を生活に表します 

  
また、以下の学年目標に沿って自己の研鑽・向上を図る。 

１学年の目標 《自学》 
私たち１年生は、次の目標をしっかりと実行して進みます。 
（１） 高校生としての礼法・言語・動作を立派に築きます 
（２） 友情・協同の精神を発揮します 
（３） 自信の持てるまで努力いたします 

2 学年の目標 《充実》 
私たち２年生は、学校の中心となり、充実した学年を築きます。 
（１） 自分の将来の方針をたて、目標達成のために根強い努力をします 
（２） 愛校・友情の精神を一日の生活に表します 
（３） 自信の持てる力と人格を築きます 

3 学年の目標 《独立》 
私たち３年生は、自分の将来の方針をたて、最高学年として人格を磨き、よ
い社会人となります。 
（１） 全校のよき指導者となります 
（２） 社会にたつ一切の準備をいたします 
（３） 自己の誇りと責任を自覚し、協力貢献を実践します 

 
〈３〉年度目標 
 
以上を踏まえて、平成２1 年度の目標を以下のように設定した。 

平成２1 年度学校目標 『言語表現力の向上』 
  Ｏｎｅ Ｕｐ（ワンナップ）は「一歩前進、１点リードしていくこと」。 
  平成 25 年度施行の新しい学習指導要領でうたわれている言語表現力の向上を先取りし、漢

字学習や作文学習による文章表現力の向上に取り組む。これらは学力の基盤であり，総合的な
学力の向上にも資することとなる。校内漢字検定の実施や毎月の作文指導などにより言語表現
力向上を目指した学習活動を展開していく。 

 
上記目標に主眼をおきながら、人格形成・コミュニケーションの充実、学力向上・技能獲得向上・

資格取得、進路開拓などを目指して教育学習活動にあたる。特に特性の伸長、人間性の育成、技能教
育を重視し、色彩教育、情報教育、福祉教育、環境教育、国際教育などに関連する授業や学校行事、
クラブ活動などの諸活動の展開・充実を期す。 
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2．学校の概要 
 
学校法人高橋学園 千葉学芸高等学校 

〒283-0005 千葉県東金市田間 1999 番地 
TEL  0475-52-1161   
FAX  0475-52-1163  
インターネット http://www.cgh.ed.jp/ 
電子メール info@cgh.ed.jp 

 
平成 21 年度 学級数・生徒数 １学年  ４学級 １６７名 

 ２学年  ４学級 １４９名 
        ３学年  ４学級 １２２名 
         全校 １２学級 ４３８名 

 
学校の概要については、インターネットホームページで公表中。また、創立 120 周年記念誌等の

冊子にて紹介している。 
 
 
3．各部門の活動内容・活動状況（学校要覧） 
 

学校の特色，および以下の事項等については、平成２２年度学校要覧（冊子全７２頁，関係者向け
５月刊行）に記載。 
・学校施設・設備、校舎面積 
・学校行事の内容 
・児童会・生徒会活動の内容 
・クラブ活動の内容 
・教職員の担当学年、担当教科、校務分掌、授業の持ち時間数、所持免許状の種類 
・校内研修の内容 
・学習指導（授業時数、時間割、総合的な学習の時間の内容） 
・学籍・出欠席統計 
・生徒指導上の諸問題及びそれに対する学校の対処や指導の状況 
・進路の状況 
・安全管理・保健管理（保健安全、防犯対策、防災対策） 
・各部門の予算執行状況 
・父母の会活動状況、地域との連携等の状況 
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4．自己評価（平成2１年度） 
 
Ａ．全般の評価 
（１）評価 

全般評価：良好 
 
（２）課題と改善策 
 全般に関わる特に重要な課題として、生徒募集および学力の向上の２つを取り上げる。 
 
生徒募集状況の課題 
 新入学生徒数は昨年より微増したが依然頭打ちの状況にある。在学生の教育向上・進路状況は良好
であり、困難な生徒募集状況は近隣公立学校定員過剰・公私学費格差等の外部要因によるものが主で
あると考えられる。生徒募集状況の悪化に対しては、内容の充実、広報・ＰＲのくふう等の自己対処
方策のさらなる充実発展により改善を図る。なお，2003年度卒業生池田勇太プロが男子プロゴルフ
で４勝し年間賞金ランク2位となる快挙があり，在校生にも好影響を与えた。 
 
学力の向上 

年間目標に言語表現力の向上を掲げ，国語科および学年会による漢字学習指導、作文指導、全校漢
字学力テストの複数実施、校内漢字検定の実施を行った。常用漢字の書き取りについて、個々の生徒
に於いて繰り返しの学習成果は着実に現れ、作文を書かせてもひらがなばかりでほとんど漢字が書け
なかった生徒も、適切な漢字かな交じりで文章を書けるようになった。基礎学力を身に付けたことに
自信を深めた生徒が他の学習に意欲的に取り組む姿もみられ、教師による学習の働きかけと継続的な
指導が奏功したと考えられる。学力上位者については、ｅラーニングや河合塾進学講座などのビデオ
教材を活用して特別進学に対応する学習に取り組み学力向上を図ることができた。 
 
Ｂ．部門ごとの評価 
 （学校要覧に記載） 
 
5．学校関係者評価 
 保護者（５月）および生徒（２月～３月）にアンケートを実施した。 
 
以 上 


